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（1）対象地域 

ヨーロッパ各地（デンマーク，ドイツ，オーストリア，ウクライナなど） 

（2）重要な図表 

表 5 非攪乱土壌の生態学的半減期と評価観測項目の特性 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 この論文は様々な環境媒体における放射性ストロンチウム（90Sr）と放射性セシウム（137Cs）の長期

変動およびその特性を統計学的手法（生態学的半減期：Teco の推定）により明らかにしている．しかし，

ある条件（放射性核種の不均質性が存在する場合）では，この統計学的手法では放射性核種の長期変動

を正確に評価できないことも明らかとなった．従って，陸上あるいは海洋生態系における 90Sr や 137Cs

の長期変動（生態学的半減期），移行過程を評価する際には，各媒体固有のプロセスをあらかじめ把握す

る必要がある． 

 

（2）流出挙動・経路 

本論文ではこの点に関し、特に論じられていない。 

 

（3）除染の際の留意点 

 本論文ではこの点に関し、特に論じられていない。 

 

（4）担当者のコメント 

本論文では，放射性セシウムとともに放射性ストロンチウムを評価対象としている．そして，その放

射性ストロンチウムに対して用いた統計学的手法や求められた生態学半減期等は，いまだに進んでいな

い福島第一原発事故由来の放射性ストロンチウムの環境汚染実態やその挙動の解明を行う上での有益な

情報となり得る． 

 


